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「自らを磨き続ける」 
産学・地域連携機構  
地域貢献・生涯学習部門長  

中 野 惠 文 
 

2011年の年頭にあたり、謹んで新春のお慶びを申し上げます。 

現代社会において科学技術が加速度的に発展し、コンピュータが生活のあらゆる場面で使われるように

なってきました。インターネットから知りたい情報を入手できます。しかし、その反面、ブラックボック

スも段々と増加し、新たな「知」を学ぶことが必要となっています。ブラックボックス的な内容ばかりで

なく、日常生活に溢れている物の性質、経済のしくみ、歴史の流れなどを解き明かすことも楽しいもので

す。また、「学び」によって「もの」に対する考え方や接し方も変わり、学ばなかった頃よりも幅広い視

野で「もの」を捉えるようになります。鳥取大学では、こうしたニーズに応えるために公開講座、サイエ

ンス・アカデミー、駅南教室など「学びの場」を提供しています。 

「少にして学べば、則ち壮にして為すあり。壮にして学べば、則ち老いて衰えず。老いて学べば、則ち

死して朽ちず。」 
これは、江戸時代の儒学者である佐藤一斎が、その著書「言志四録」に記した一節です。人生のいつの

時期においても学習して自らを磨き続けること、すなわち、生涯を通した学習の重要性を述べています。 

自らを磨くためにも、また、知的好奇心を満足させるためにも本学が培っている多様な知的財産をより

一層ご活用いただきますようお願い申し上げます。 

行動憲章 

私たちは、地域社会から期待される存在となります。 

私たちは、「利益相反」を克服した産官学連携を推進します。 

私たちは、連携の実を上げるべく、学外者に対し敬意を持って接します。 

私たちは、専門領域の異なる人材の幅広い協調を計ります。 

私たちは、産官学各界が互いに情報を共有するよう努めます。 

巻頭言 

未来への清流 
 

産学・地域連携が未来へ向かっ
て流れることを祈って清流を
描きました。 
中野惠文先生は水の研究を通
して、自らを磨き、千代川の水
を磨き、地域産業を磨いてこら
れました。 

（絵：中村宗和名誉教授） 
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１．産学・地域連携推進機構 成果発表会【9月 21 日(火)開催：本学広報センター】 

今回の成果発表会では、機構が中心となって企画・助成している平成 21 年度 次世代基盤技術開発事業、（3

件）及び提案型研究開発テーマに採択されたプロジェクト（2件）の研究成果に関する発表が行われました。そ

の後、ベンチャービジネスラボラトリーを機軸に行ってきた研究助成制度の総括を行い、採択されたテーマの

助成金額に対するパフォーマンスの検証結果の説明を行い、これまでの研究助成に関する成果を発表しました。 
 

２．工学部出前技術講演会・振興協力会西部地区交流会【9月 24 日(金)開催：医学部】 

平成 22 年度第 6回工学部出前技術講演会・鳥取大学振興協力会西部地区交流会が開催されました。出前技術講

演会では、工学研究科の福井茂壽教授、竹森史暁准教授、黒岩正光准教授、伊福伸介講師の 4 名による講演会

が行われ、参加した西部地区の企業、行政関係者による活発な意見交換が行われました。また、講演会終了後

の交流会においても積極的な情報交換が行われました。 
 

３．鳥取大学・鳥取県連携講座「電気自動車と地域活性化」講座【9月29日(水)開催：鳥取大学】 

鳥取大学・鳥取県地域連携講座「電気自動車と地域活性化」を講師に株式会

社 SIM-Drive代表取締役社長の清水浩氏（慶応大学教授）をお迎えし開催し

ました。県内企業、行政関係者、学内教職員、学生等約１４０人が参加し、

電気自動車の将来見通し等について熱心に聞き入っていました。講演終了後、

鳥取大学の岸田副学長や田中工学研究科長などを交え、「ＥＶ時代に求められ

る人材とは」と題してパネルディスカッションを開催し、鳥取県における電

気自動車による地域活性化の可能性について意見交換が行われました。 
 
４．イノベーション・ジャパン 2010 大学見本市 

【9月 29 日(水)～10 月 1 日(金)開催：東京国際フォーラム】 

今年 7年目を迎える「イノベーション・ジャパン 2010-大学見本市」はわが国最大の産業界と大学をつなぐプラ

ットフォームの一環です。鳥取大学からは①有機―無機ハイブリッド青-紫外線光検出器の開発（工学研究科 

阿部友紀准教授）、②褐藻由来フコイダンのアンチエイジング効果の証明と機能性食品への応用」（農学部 南

三郎教授）の 2 つの説明会・展示を行いました。本イベント全体では 2 万人に近い来場者があり、本学のブー

スも多くの人で賑わいました。 
 
５．鳥取市経済観光部と鳥取大学との連絡会【10月1日(金)開催：放送大学鳥取センター】 

鳥取市経済観光部と鳥取大学の初めての連絡会を開催しました。当日は、鳥取市から杉本経済観光部長、大田経

済戦略課長、鳥取大学からは林理事、菅原機構長外が出席し、鳥取市と鳥取大学による産官学連携の推進や企業

立地、観光面での協力などについて意見交換を行い、今後のより一層の連携強化を確認しました。 
 
６．大山・日野川・中海学協会セミナー【10 月 9日(土)～11 月 20 日(土)開催：鳥取大学医学部】 

「中海」をキーワードに、鳥取大学の研究者と西部在住の専門家の方が共同で講師を

担当するセミナーで、本年度で3回目となります。10月、11月に4回開催し、参加者は

毎回50～60名のご参加をいただき、このうち4回全ての参加者12名の方には、修了証書

が授与されました。平成23年1月15日（土）には、第4回目の「大山・日野川・中海学

検定試験」が実施されます。鳥取県西部と安来市の自然、歴史、食文化などについて

の知識を試す試験です。多くの方の参加をお待ちしております。 
 
７．第 22 回国立大学法人全国共同研究センター長等会議 

【10 月 14 日(木)～15 日(金)開催：宇部全日空ホテル（山口県宇部市）】 

全国 60 機関から 179 人が出席し、「イノベーション力の強化について」及び「法人化から 6年を経過しての産

能勢会長のあいさつ 
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学官連携の在り方」について、発表、意見交換が行われました。このほか、初日には、当番校山口大学丸本学

長の挨拶に続き、基調講演「産学官連携の現状と今後の展望」（文部科学省研究振興局研究環境・産業連携課

池田課長）が、2日目には、特別講演「小さな街から世界へ“技術”発信」（㈱ヤナギヤ 柳屋代表取締役社長）、

「21 世紀日本新生に向けたイノベーション創出能力の強化策」（芝浦工業大学柘植学長）が行われました。 
 
８．とっとり防災フェスタ 2010【10 月 17 日(日)開催：米子港付近】 

防災・危機管理を研究している鳥大教員、県・市の防災に携わっている行政で組織する「とっとり防災・危機

管理研究会」として参加しました。今年は鳥取県西部地震から 10 年目

に当たることから、西部地震を学術的に調査した結果の 10 枚のポスタ

ー展示と、地震波が伝わる様子を示すモデル、河川を土砂が流れ落ちる

モデル、津波が発生する実験モデル等の展示を行いました。また、昨年

流行した新型インフルエンザウイルスの電子顕微鏡写真や、インフルエ

ンザ対策についても紹介しました。クイズラリーでは、訪れた小学生た

ちが展示パネルの中からクイズの正解を求めて歩き、正解を見つけて歓

声をあげていました。 
 

９．さんさんコンソ平成 22 年度上期外部評価委員会【10 月 20 日(水)～21 日(木)開催：岡山大学他】 

10 月 20 日（水）、中国地域産学官連携コンソーシアム（さんさんコンソ）の今年度上期の外部評価委員会を、

ホテルグランヴィア岡山において開催しました。外部評価委員７名とさんさんコンソ正会員・特別会員が参加

し、平成 22 年度上期のコンソ事業についての報告を行うと共に、文科省中間評価結果を受けて「自立化に向け

ての今後の方向性」などの検討項目について外部評価委員に伺いました。翌日は、岡山大学資源植物科学研究

所への見学会を開催し、最先端の植物保存・活用研究についての説明を受けました。 
 

１０．鳥取大学振興協力会県外視察【10 月 20 日(水)～21 日(木)開催：東大阪市ほか】 

鳥取大学振興協力会は、鳥取大学と地元産業界との交流と産学連携を推進し、

県内産業の振興を図ることを目的として、平成16年度から県外視察を実施して

います。今年度は、中小企業のものづくりを支援する大阪府の施設や東大阪周

辺の企業を中心に訪問し、県内の産官金学の関係者35名の参加者にとって有意

義な視察研修となりました。 

 

１１．鳥取大学出前科学実験教室【10 月 24 日(日)開催：日南町】 

鳥取大学開放推進事業として、「出前科学実験教室」が開催されました。これ

は、日南町民に対して科学や医学的知識の普及を図ると共に、子供たちの理

科離れが進む中で、科学の面白さを子供たちに伝え、将来の科学技術を支え

る人材育成を目的として、医学部などの職員や学生ボランティアが平成 19 年

度から行っているものです。この日は約 100 名の子供たちの参加があり、普

段体験することの少ない科学の面白さに熱心に向き合っていました。 
 

１２．産業財産権制度知財功労賞受賞 

【10 月 18 日(月) 開催：帝国ホテル（東京）】 

平成 22 年度「知財功労賞」の受賞が産業財産権制度 125 周年記念式

典と併せて開催され、産業財産権制度の普及・啓発への功績及び有

効活用について、地域・産学連携推進機構の佐々木茂雄部門長が、

特許庁長官表彰（個人）を受賞しました。 

 

鳥取大学ブース 

佐々木茂雄氏（右から 3 人目） 
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１３．第 32 回全国国立大学生涯学習系センター研究協議会 

【10 月 22 日(木)～23 日(金) 開催：ホテルグランヴィア和歌山（和歌山市）】 

初日は開会挨拶（当番校和歌山大山本学長）、来賓挨拶（文科省生涯学習政策局生涯学習推進課藤田課長）、全

体会議、行政報告（文科省生涯学習政策局生涯学習推進課平山課長補佐）、基調講演「生涯学習系センターの将

来をどう切り開くか」（北大高等教育推進機構木村教授）、分科会が行われました。分科会ではセンターの今後

の方向性や学内外の連携強化について議論されました。2日目には分科会の内容が報告された後、文科省と和歌

山大主催による生涯学習フォーラム・熟議 in 和歌山が開催されました。参加者 121 人が 8 グループに分かれ、

「地域における大学の役割 ～大学に期待すること～」をテーマにその課題とその解決策について活発な議論を

交わしました。 
 
１４．第 2回鳥取県産学官企業誘致連絡会【10 月 27 日(水)開催：鳥取大学産学・地域連携推進機構】 

鳥取県商工労働部、（財）鳥取県産業振興機構、（地独）鳥取県産業技術センターおよび本学より関係者が出席し、

産学官連携による鳥取県への企業誘致について話し合いが行われました。県から県の立地方針、本学が協定に参

画した案件の現状、当連絡会のこれまでの経緯と今後の展開について説明がなされた後、出席者による意見交換

が行われました。今後の展開として、本学コーディネーターとの共同研究企業への訪問、本学ビジネス交流会お

よび本学が有する人的ネットワーク企業への訪問、本学 OB との意見交換会開催が提案され、本学としても積極的

に協力することにしました。 
 
１５. メッセ ナゴヤ 2010【10 月 27 日(水)～30 日(土) 開催：ポートメッセなごや】 

本年のメッセなごやは COP10 連携事業に位置づけられ、出展企業 450 社と過去最大の規模となりました。本学ブ

ースでは、県内企業との共同研究成果「砂質土壌における節水型野菜栽培技術」（乾燥地研究センター井上光弘教

授チーム）、「中性域で水溶性の高い分岐キトサン誘導体」（工学研究科斎本博之教授チーム）のパネル展示及び産

学共同開発商品を展示・PRしました。本学ブースへの来場者は 66 社 300 名で大勢の企業に本学の産学連携の取り

組みが注目されました。また、4社から技術相談や就職案内等がよせられ、今後の展開が期待されます。 
 
１６. ＜けいはんな＞新産業創出交流センター シーズフォーラム 

【10 月 28 日(木)開催：関西経済連合会（中之島センタービル）】 

本年度より参加しているシーズフォーラムは、大阪市立工業研究所、京都府立大学、本学の３者で各２題が発表

され、本学からは地域学部田川公太郎准教授が「自然エネルギーを利用した砂漠化防止・砂漠緑化支援技術の開

発」、工学研究科伊福伸介講師が「カニの紡ぎだすキチン質のナノ繊維“マリンナノファイバー”の単離技術とそ

の利用開発」と題してシーズ発表しました。両方とも鳥取らしいテーマであり、企業の関心も高く、とくにマリ

ンナノファイバーについては後日企業からの多くの問い合わせがありました。 
 
１７．「地域イノベーションクラスタープログラム」第 1回研究推進会議 

【11 月 2 日(火)開催：米子コンベンションセンター】 

とっとりバイオフロンティアが文科省の支援事業に採択されたことを踏まえ、染色体工学技術を核とする平成

22 年度の各研究テーマの目標や計画を説明する会議が開催されました。県内外の関連企業や鳥大関係者など約

80 名が出席し、研究内容の発表に熱心に聞き入っていました。また、会議終了後の交流会でも、出席者の間で

積極的な情報交換が行われました。 
 
１８．鳥取県商工会議所連合会長賞受賞【11 月 6日(土)開催：さざんか会館】 

社団法人発明協会鳥取県支部主催の「第 52 回鳥取県発明くふう展（一般の部）」に本学

工学部機械工学科 3年生の青木 遥平君 、徳永 裕太君、永見 祐希さんの３名が「作品：

平衡感覚育成促進遊具」を出展した結果、『鳥取県商工会議所連合会会長賞』を受賞し

ました。当該発明くふう展で鳥取大学の学生が受賞したのは、初めての快挙です。 
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１９．第 5回モノづくり連携大賞特別賞受賞【11 月 10 日(水)開催：東京ビッグサイト】 

産学官連携の優れた取り組みを表彰する（日刊工業新聞社主催、中小企業基盤整備機構共催）「モノづくり連携

大賞」において、「省エネを目的とした『インテリ・コンセント（開発名：ZIIC）』の開発」に対し本学産学・

地域連携推進機構菅原機構長（大学院工学研究科教授）がジリオン・ネットワークス（株）とともに特別賞を

受賞しました。「インテリ・コンセント」は電気製品のコンセントのオンオフを離れたところにあるインター

ネット接続のパソコンにより制御する技術で、学校やオフィスで一つのコンセントでパソコンなど多数の電気

機器を接続しているときに省エネ効果を発揮します。 
 
２０．知的財産セミナー【11 月 20 日(金)開催：鳥取大学】 

中国経済産業局が主催（鳥取大学、中国地域産学官連携コンソーシアム共催）する鳥取大学知的財産セミナー

「パテントマップ作成セミナー」を開催しました。（社）発明協会広島県支部・参与・坂本重道氏が講師を務め、

パテントマップ（特許マップ）の種類や考え方等について講義を行いました。学内・学外から 26 名が参加し、

実習では 5 グループに分かれてグループ毎に個別のテーマでパテントマップの作製実習を行いました。最後に

各グループの実習結果を報告して、参加者からは鋭い指摘やアドバイスがありました。 
 
２１. とっとりグランマ倶楽部成果発表会・修了式【11 月 13 日(土)開催：鳥取大学】 

11 月 13 日（土）、鳥取大学を会場に 6月から実施してきた明治大学・

鳥取大学・鳥取県連携講座「とっとりグランマ倶楽部」（Ⅲ期）の成

果発表会、修了式が行われました。この日はグランマ倶楽部の受講生、

明治大学、鳥取県等の関係者約 30 名が参加し、約半年間にわたって

取り組んできた成果発表を行いました。来年度も 4回目の講座を開催

し、鳥取県の女性リーダーの育成に取り組んでいくこととしています。 
 
２２．第 6回鳥取県産官学ＣＤ連絡会議【11 月 16 日(火)開催：ホープスター鳥取】 

県内各機関・団体に所属するコーディネーター等の連携を図り、産学官連携を促進することにより本県の産業振

興を図ることを目的に開催されました。本年度は鳥取県商工労働部酒嶋主事、鳥取県産業振興機構小坪特別研究

員、盛本特許流通コーディネーター、馬嶋販路開拓グループ長、本学伊藤統括コーディネーターの 5名による事

例発表があり、その後、「各種補助事業及び競争的資金の獲得」、「シーズとニーズのマッチング」、「受発注開拓の

課題と産学官連携」の 3分科会に分かれて活溌な議論が交わされました。参加人数は 38 名であり、参加者から分

科会討論時間をもっと長くするようにとの意見が多く寄せられました。 
 
２３．さんさんコンソＨ22 度上期連絡会議【11 月 18 日(木)開催：岡山大学】            

中国地域産学官連携コンソーシアム（さんさんコンソ）の今年度上期の連絡会議が開催されました。正会員お

よび特別会員が 35 名参加し、事務局から今年度上期の活動報告と下期の活動計画が説明されました。また、文

部科学省によるさんさんコンソの中間評価の結果を受けて、大学等シーズの新しい情報提供の形態や、自立化

についての案が説明されました。参加者からは、企業等のニーズ情報等についての具体的な提案も挙げられま

した。最後に今年度下期計画について正会員・特別会員から承認され閉会しました。 
 
２４．はりま創造例会【11 月 19 日(金)開催：姫路商工会議所】 

本学からは産学・地域連携推進機構の長島正明准教授が「セラミックスの高機能化に関する研究」と題して、機

能と力学特性の両立を目指した酸化物セラミックスの材料設計についてのシーズを発表されました。恒例になっ

ている、企業と教員の個別質疑の場である分散会では、企業参加者から、製造法によるコストダウンの可能性や

セラミックスを電極の保冷材として使用した場合の得失についての質問がありました。 
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２５．鳥取大学・日南町連携事業ワーキンググループ会議･日南町議会･教育委員会合同研修会 

【11 月 24 日（水）開催：日南町】 

日南町（にちなん邑）を会場に開催されました。ＷＧ会議では、今年度の連携

事業の状況報告や次年度以降の連携事業についての提案等が行われ、熱心な議

論が交わされました。また、終了後には「日南町議会・教育委員会合同研修会」

が開催され、鳥大から矢部地域学部長、日置農学部教授、岡本医学部講師の 3

名が連携事業の報告を行い、有意義な研修会となりました。 
 

２６．アグリビジネス創出フェア 2010【11 月 24 日(水)～11 月 26 日(金)開催:千葉幕張メッセ】 

アグリビジネス創出フェアが開催され、鳥取大学農学部も出展しました（合計参加者数 26,854 人のうち関係者

参加者数 2,543 人/公式発表）。本イベントでは、研究成果の発表とともに展示ブースにおいて、実用化企業の

協力のもと商品の展示・紹介を行いました。展示ブースには、180 名以上の方が訪れ、大変盛況でした。 
 

２７． 第６回西部地区企業による鳥取大学訪問【11 月 29 日（木）開催：鳥取大学】  

県西部地区の企業との産官学連携を図るため、26 名の方々が湖山キャンパスを訪問し

ました。最初に、今年 4月に全面改修され先端動物医療施設である農学部附属動物医

療センターと電子ビームマルチ表面加工機を見学しました。次に、シーズ紹介として、

南農学部教授から「海産物資源の関節軟骨再生効果」、小幡工学研究科教授から「電

子ビームマルチ表面加工機」について講演しました。また、今回初めて就職支援課か

ら、今年 4月に新設されたキャリアセンターにおける就職支援について説明を行いま

した。最後に、企業と企業、企業と大学とのネットワークを構築するため情報交換会を開催しました。 
 
２８．鳥取商工会議所による鳥取大学訪問・技術相談会【11 月 30 日(火)開催：鳥取大学】 

今回初めて鳥取商工会議所と鳥取大学との産学連携強化を図るため、工業部会員 18 名を含む 29 名の方々が参

加して鳥取大学訪問・技術相談会が開催されました。工学研究科の上原助教より電子ビームマルチ表面加工機、

安東教授より光エレクトロニクス工学研究室を紹介した後、工学研究科長田中教授が「切削加工の高精度化」

についてシーズ紹介しました。技術相談会では、企業と鳥取大学の共同研究等の足がかりとして 4 社が本学の

教員と面談、活発な議論が交わされました。 
 
２９．第 4回琴浦町地域活性化フォーラム２１【12 月 4日(土)開催：琴浦町】 

約 100 名の町民等が参加して、まなびタウンとうはくで開催されました。今回は、

「食と道」というテーマで、琴浦町内で食を通して地域活性に向けた取り組みを

している団体からの発表やあごカツカレー、牛乳めしとはしまだんごの試食行い、

地域への思いや今後の推進について考えました。また、パネルディスカッション

では、鳥取大学から工学研究科の谷本教授がパネラーとして参加しました。パネ

ラー4名からは、近く開通予定の山陰道東伯中山道路からの景観を利用したＰＲ、食へつながる観光プランの提

案などそれぞれの立場から地域活性化への提言を述べていました。 
 
３０． 鳥取大学-米子高専合同ビジネス交流会【12 月 6日(月)開催：大阪産業創造館】 

大阪地区では初めての試みとして、鳥取大学と米子高専が連携して合同ビジネス交

流会を開催しました。シーズ発表はバイオ分野から 3 名の有望な若手教員を発表者

とし、関西の企業や団体から約 30 名の参加がありました。今回はノーベル化学賞で

有名になった「鈴木カップリング」や NASA が発表した「極限環境微生物」がキーワ

ードとなったシーズ発表であり、本学からは「アミノペプチダーゼを用いた多様な

ジペプチド類の生産法」（農学部 有馬二朗講師）、「新しい原子状パラジウム触媒の

発見と鈴木カップリング反応の高機能化」（工学研究科 奥村和助教）が発表、個別相談を行いました。 
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３１．中部地区産学金官連携推進連絡会[鳥大交流会]【12月8日(水)開催：鳥取大学】  

中部地区企業の鳥取大学訪問は、今年で 6年目になりますが、今年は、鳥大

との共同研究により商品開発を行った東部企業 2社を訪問していただきまし

た。訪問していただいたのは、ニンニク、ニラ、唐辛子他を長期熟成した健

康維持飲料「体元水」を開発した㈱ＨＡＭＡＮＯＨと干しシイタケと昆布を

顆粒状にした健康補助食品「しいたけパワー115」を開発した菌興椎茸協同組

合（菌蕈研究所）。20 名の参加者は、開発の動機、鳥大との共同研究、商品開

発、販売促進への流れについて熱心に聞き入っていました。その後、鳥大生

協において、鳥大教職員も合流して交流会が開催されました。 
 
３２．琴浦町内企業訪問【12 月 8日(水)開催：琴浦町】 

琴浦町における産学官連携を促進することを目的に、鳥取大学、琴浦町商工会、

琴浦町役場が合同で企業訪問を行いました。町内 8社企業を 2班に分かれてまわ

る中で、大山乳業では農工の連携及び品質管理等の協力を得たい、有限会社アグ

リ琴浦では新商品の開発を行っており鳥取大学と連携していきたい、白雪食品株

式会社では酒粕を利用した商品開発、共同研究を行いたいなどの要望や意見があ

りました。 
 

３３． ヒューマン・コミュニケーションセミナー【12 月 9日(木)～10 日(金)開催：鳥取大学】 

本セミナーは、医学部高塚准教授を講師に、「気づきの体験学習」で、自分自身の生き方や人間関係を見直す

きっかけとすることを目的に開催され、今年で 5回目となります。全国各地から 44 名の受講生が参加し、様々

な気づきの体験のなかで「自分磨き」を行いました。 
 
３４． 講演会「ベンチャー企業設立方法と大ヒットの方程式」【12 月 10 日(金)開催:鳥取大学】 

本機構と中国地域産学官連携コンソーシアムが主催する研修会「ベンチャー企業設

立方法と大ヒットの方程式」を広報センターで開催しました。講師である合同会社

シナジーネットワーク代表の新垣久史氏からは、ＷＥＢ上の書き込みや口コミによ

るヒット現象の解説や、会社の設立に必要な書類などが説明されました。学内外か

ら合計 40 名の参加者があり、質疑応答の時間には、ベンチャー企業設立に意欲を

持った学生・教員から鋭い質問が投げかけられました。 
 
３５． 大山・水の研究会【12 月 15 日(水)開催：鳥取大学】 

鳥取県西部地域の豊かな水資源を活用して飲料水に限らず、食品加工、農業生

産、観光など幅広い分野での利活用を図り、また豊かな自然環境を守ることに

より健康・環境を守ることを目的に、「大山・水の研究会」が設立されました。

当研究会は産官学が共同して設立され、会長には米子商工会議所工業部会長の

杉原弘一郎東京印刷会長が選出され、約 140 名の参加者がありました。講演で

は、4 名の講師から講演があり、鳥取大学医学部からは祝部講師が「おいしい

水の話」の講演を行いました。 
 

３６． 平成 22 年度生涯学習機関等の連携に関する実践研究交流会 

【12 月 16 日(木)～17 日(金)開催：茨城県立図書館（水戸市）】 

国立教育政策研究所社会教育実践研究センターと茨城県教育委員会の主催により開催され、基調講義『地域の

教育力を高める「連携」の在り方 〜学びと実践をつなげる連携とその可能性〜』（青山学院大 教授 鈴木眞

理）、実践研究発表『「ひと」と「まち」が輝く、実践と学びを結ぶネットワーク』、パネルディスカッション「地

㈱HAMANOH での見学風景 

祝部講師の講演 



8 

域を活性化させる新しいネットワーク 〜地域コミュニティの再生・創造を目指す連携〜」が行われ、参加者

は 170 人程度でありました。実践研究発表では 4つの分科会に分かれ、計 12 の実例が発表されました。 
 

３７． 過疎プロジェクト中間報告【12 月 17 日(金)開催：本学広報センター】 

鳥取大学持続的過疎社会形成研究プロジェクトは、人口減少・高齢化・過疎化が到来し

ている自治体が持続的な地域を形成しうるよう、様々な政策課題に関する解決支援策の

研究を行っています。今回の報告会では、自治体や大学の関係者ら約60名が参 

加し、本プロジェクトが行ってきた平成22年度の研究成果の中間報告を行いました。 
 

３８． 鳥取大学と鳥取県との連絡協議会【12 月 20 日(月)開催：本学広報センター】 

藤井副知事外県幹部職員と能勢学長、理事、副学長等が出席し、平成 22 年度の連絡協議会が開催されました。

この協議会は、県と鳥大の連携強化を図るため年 1回程度開催しているものです。今回は、(1)中山間地域の振

興策(2)産官学連携(3)高大連携(4)東部医療圏の機能分担の 4つのテーマについて、積極的な意見交換が行われ

ました。今回の意見を参考にしながら、新年度に向けてさらに連携を深めることを申し合わせました。 
 

３９． とっとり観光振興研究会【12 月 22 日(水)開催：本学広報センター】 

第４回目となるとっとり観光振興研究会が開催されました。この研究会は、鳥

取県の観光資源の掘り起こしや磨きあげなど、県の観光の魅力・知名度を向上

させるために県、大学、金融機関等で組織するもので、今回の研究会では、県

から委託を受けて実施した地域型観光資源活用事業の中間報告の他、「中海圏域

における観光の可能性」と題して、工学研究科の小池准教授による講演などが

行われ、活発な意見交換が行われました。 
 

４０． とっとりグランマ男女共同参画を考える講演会【12 月 22 日(水)開催：本学広報センター】 

鳥取大学では、明治大学、鳥取県と連携して、平成 20 年度から「とっとりグラ

ンマ倶楽部」連携講座を開催しています。本年度は、「仕事と生活の調和（ワー

クライフバランス）」をテーマとして第 3 期の講座を開講してきました。今回の

講演会は、このうちの一グループが企画し、明大・鳥大・県の 3機関が協力して

実現したものです。この日は、「鳥取県は男女共同参画日本一」とした論文を発

表された東北大学の吉田浩教授をお迎えして講演会を開催し、参加した約 100 名

は熱心に聞き入っていました。 
 

４１． ウインター・サイエンスキャンプ【12 月 23 日(木)～25 日(土)開催：鳥取大学】 

昨年に引き続き、県内外の高校生を対象とした先進的科学技術体験合宿プログラム「体験しよう！風力発電

の技術」が鳥取大学で開催されました。3 日間にわたって実施されたキャンプには、全国から 20 名の高校生

が参加し、地域学部、工学研究科の教員の指導のもと、乾燥地研究センター、北条砂丘風力発電所の見学、

小型風力発電機の製作、風洞実験、成果報告等を行いました。 
 

４２． 全県的に進む「ものづくり」の取組み 【10 月～12 月】 

10 月 24 日（日）に伯耆しあわせの郷において、中部・秋の手づくり教室と題して中部地区指導者養成講座の実

地演習を行いました。受講者 13 名が教室参加の小学生 35 名に熱心にものづくり指導を行いました。 

また、11 月 27 日（土）～12 月 5 日（日）までの 4日間、東部地区で指導者養成講座を開講しました。受講者

29 名は、鳥取大学を会場にものづくりの基礎・指導法の講座、フェルトのペーパーウェイトや金属製キーホル

ダー作成などの講座を受講しました。この指導講座を基に 12 月 19 日（日）に冬の手づくり教室と題して実地

演習を行いました。教室には 70 名を超える子どもたちの参加があり、大変好評でした。 
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